
　北見地方も例年より早くサクラが開花。「コロナ疲れ」の心を癒やす
春の風景が見られました（写真上は薄荷蒸留館、同左は金刀比羅さくら
公園、4／ 29）
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舛
川
誠
会
頭
は
、
議
員
総
会
冒
頭
の
あ

い
さ
つ
の
中
で
、
コ
ロ
ナ
禍
の
状
況
と
と

も
に
、
新
年
度
の
コ
ロ
ナ
対
策
な
ど
主
要

事
業
の
柱
に
触
れ
、
「
今
の
こ
の
状
況
か

ら
学
び
知
恵
と
す
る
こ
と
が
大
切
。
職
責

を
果
た
す
た
め
、
こ
れ
か
ら
も
し
っ
か
り

と
向
き
合
っ
て
い
き
ま
す
」
と
新
年
度
の

抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

　

当
所
の
令
和
３
年
度
事
業
計
画
の
新
規

項
目
と
し
て
、
①
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
（
以
下
新
型
コ
ロ
ナ
）
に
関
わ

る
要
望
、
②
中
心
市
街
地
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
の
実
施
、
③
「
が
ん
ば
ろ
う
北
見
」
応

援
ホ
ワ
イ
ト
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
実
施
、

④
新
型
コ
ロ
ナ
に
関
わ
る
経
営
支
援
の

実
施
、
⑤
ビ
ジ
ネ
ス
コ

ン
テ
ス
ト
の
実
施
、
⑥

企
業
存
続
に
向
け
た
中

小
・
小
規
模
事
業
者
に

対
す
る
Ｍ
＆
Ａ
の
推
進

支
援
、
⑦
電
子
商
取
引

販
売
へ
の
取
り
組
み
支

援
、
⑧
新
ビ
ジ
ネ
ス
へ

の
取
り
組
み
支
援
、
⑨
ふ
る
さ
と
納
税
に

繋
が
る
商
品
開
発
・
販
路
拡
大
の
検
討
・

研
究
、
⑩
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続
可
能
な
開
発

目
標
）
の
周
知
・
Ｐ
Ｒ
活
動
の
推
進
、
⑪

テ
レ
ワ
ー
ク
・
Ｗ
ｅ
ｂ
会
議
の
導
入
・
保

管
レ
ス
の
推
進
、
⑫
事
業
継
続
力
強
化
計

画
の
策
定
が
盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
、
中
小
・
小
規
模
支
援
事
業

な
ど
主
要
７
会
計
（
新
設
・
委
託
事
業
会

計
）
の
予
算
総
額
は
、
特
定
退
職
金
共
済

会
計
の
共
済
掛
金
収
入
の
計
上
（
従
前
は

事
務
手
数
料
の
み
）
な
ど
に
よ
り
前
年
度

を
約
１
億
７
０
０
０
万
円
上
回
る
３
億
４

５
９
２
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
ほ
か
、
議
決
事
項
の
中
央
大

通
り
沿
道
地
区
再
開
発
事
業
計
画（
案
）

に
つ
い
て
は
、
事
業
予
定
者
の
ア
ル
フ
ァ

コ
ー
ト
㈱（
札
幌
）
役
員
が
基
本
方
針
、
事

業
手
法
、
コ
ン
セ
プ
ト
、
全
体
の
配
置（
業

務
棟
、
福
祉
・
店
舗
棟
、
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン

棟
）、「
新
経
済
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
」（
業
務
棟
）

の
概
要（
６
階
建
て
、
当
所
５
・
６
階
）、
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル（
令
和
４
年
度
実
施
設
計
・
確

認
申
請
、
４
～
６
年
度
解
体
・
新
築
工
事
）

な
ど
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。
舛

川
会
頭
は
同
議
案
の
提
案
に
際
し
、「
計
画

（
案
）を
提
案
で
き
る
段
階
と
な
り
う
れ
し

い
。
協
力
し
て
も
ら
い
な
が
ら
し
っ
か
り

進
め
て
い
き
た
い
」と
述
べ
ま
し
た
。

　

定
款
改
正
は
常
議
員
会
で
書
面
等
に
よ

る
表
決
権
の
行
使
を
可
能
と
し
ま
し
た
。　
　

　

議
員
総
会
の
報
告
事
項
と
し
て
、
議
員

の
職
務
を
行
う
者
の
変
更
（
新
任
＝
北
海

道
北
見
バ
ス
㈱
福
村
泰
司
代
表
取
締
役
社

長
）
、
道
商
連
第
１
８
３
回
常
議
員
会
・

第210回通常議員総会、冒頭あいさつを述べる舛川会頭。
市政報告会で登壇した辻󠄀市長

第
２
１
０
回
通
常
議
員
総
会

令
和
３
年
度
事
業
計
画
・
各
会
計
収
支
予
算
承
認

　

第
２
１
０
回
通
常
議
員
総
会
が
３
月
22
日
、
79
人
の
出
席
に
よ
り
、
ホ
テ
ル
黒

部
で
開
か
れ
、
第
３
２
３
回
常
議
員
会
（
３
／
11
）
で
の
議
決
を
経
て
提
出
さ
れ

た
令
和
３
年
度
事
業
計
画
・
一
般
会
計
及
び
各
特
別
会
計
収
支
予
算
（
案
）、
ア
ル

フ
ァ
コ
ー
ト
㈱
が
進
め
る
北
見
経
済
セ
ン
タ
ー
改
築
を
含
む
中
央
大
通
り
沿
道
地

区
再
開
発
事
業
計
画
（
案
）
な
ど
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
事
業
計
画
は
新
型
コ
ロ

ナ
対
策
を
柱
の
１
つ
に
据
え
、
新
た
に
12
項
目
を
盛
り
込
み
ま
し
た
。

北見商工会議所報　第152号



第
１
９
３
回
通
常
議
員
総
会
（
３
／
10
）
、

日
商
第
２
８
５
回
議
員
総
会
・
第
１
３
２

回
会
員
総
会
（
３
／
18
、
オ
ン
ラ
イ
ン
）
、

当
所
の
部
会
・
委
員
会
の
開
催
状
況
が
説

明
さ
れ
ま
し
た
。　

　

議
員
総
会
終
了
後
、
辻
󠄀直
孝
市
長
を
講

師
に
市
政
報
告
会
が
２
年
ぶ
り
に
開
か
れ

ま
し
た
。
市
長
は
令
和
３
年
度
予
算
の
概

要
を
説
明
し
、
「
明
る
く
元
気
、
笑
顔
広

が
る
ま
ち
に
向
か
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う

頑
張
っ
て
い
き
た
い
」
と
市
政
運
営
に
意

欲
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

　

議
員
総
会
開
会
に
先
立
ち
、
表
彰
の
伝

達
が
渡
辺
和
勇
常
議
員（
日
本
商
工
会
議

所
賀
状
、「
旭
日
双
光
章
受
章（
２
０
２
０

年
秋
の
叙
勲
）」、日
本
商
工
会
議
所
表
彰
）、

渡
邊
伸
一
専
務
理
事（
経
営
改
善
普
及
事

業
発
足
60
周
年
記
念
表
彰
）
に
対
し
て
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

第
３
２
３
回
常
議
員
会
（
３
／
11
）
で

は
、
新
年
度
事
業
計
画
、
再
開
発
事
業
の

ほ
か
、
令
和
３
年
度
経
営
安
定
特
別
相
談

事
業
「
商
工
調
停
士
」
の
選
任
（
戸
田
龍

一
副
会
頭
＝
再
＝
）、
第
１
０
０
回
東
北

海
道
連
絡
協
議
会
（
５
／
13
、
美
幌
）
へ

の
提
出
議
案
、
新
入
会
員
（
41
社
・
人
、

令
和
２
・
３
・
24
～
３
・
３
・
８
）
の
承

認
に
つ
い
て
議
決
し
ま
し
た
。

（
担
当　

総
務
部
）

令和３年度事業計画  大　綱
コロナ禍を乗り越え地域経済の持続的発展を推進

　日本経済は、内閣府が２月に発表したＧＤＰ速報値（昨
年10月～ 12月期）では、２四半期連続のプラス成長とな
り、その主要因としてＧｏＴｏトラベル等による需要喚
起策により回復傾向を示したものでありますが、2020年
の実質ＧＤＰ成長率は前年比△4.8％と11年ぶりのマイ
ナス成長となっています。
　さらに、年明け感染再拡大により１都11府県に緊急事
態宣言が発令され、道内においても移動や企業活動の自
粛要請により、サービス・観光・飲食業のみならず多くの
業種が影響を受けており、コロナ禍が収束するまでの事
業者に対する継続した支援や経済対策が必要であります。
　このような厳しい状況の中、これまで当地域において
は、管外・道外への労働力流出に加え、事業主の高齢化に
より後継者の確保ができず休廃業する企業が増加し、中
小企業の技術の伝承や世代交代に深刻な影響を及ぼし、
今般の新型コロナウイルス感染症の感染拡大により経営
環境が一段と厳しくなっていることから、いかに企業と
雇用継続できる環境を整えていくことが一層求められて
おり、第一には「新型コロナウイルス感染症対策」そして

「人手不足対策」、「生産性の向上対策」、「事業承継対策」は、
北見市の将来像を展望する上において最も重要な課題で
あります。
　これらのことを踏まえ、当所としては、コロナ禍により
疲弊している地域企業に対する継続した経営支援を実施
するとともにウィズコロナ・アフターコロナを踏まえ、昨
年３月に北見市において策定された第２期北見市地方創
生総合戦略に掲げる施策を行政と連携し、「新たなビジネ
スモデルを生み出すスタートアップ企業の創出」や「関係
人口の創出・拡大」、「Society5.0の推進」の実現など会員企
業にとって有益な事業推進に向け、より一層力強く取り
組んでいくことが必要と考えております。
　これらのことから、令和３年度では、次の事業への取り
組みに努めて参ります。

　オホーツク管内６つの商工会議所で構成するオホーツ
ク商工会議所協議会においては、北見工業大学の卒業生
を地元雇用に結びつける事を目的に、オホーツク合同企
業セミナーを実施。併せて道内大学キャリアサポートセ
ンターとの連携を強化し、大学生の採用に繋げるととも
にコロナ禍により地域に目を向けているＵＩＪターン希
望者に対する相談・情報の提供を行い、地域の人員・人材
確保を目指して参ります。
　加えて、生産性の向上にも取り組まなければなりませ
ん。当所としても、経営者の「気づき」を促し、ＩＣＴ（情報
通信技術）やＡＩを身近な経営改善に活用いただけるよ
う情報提供致します。また、事業承継対策では、これまで
セミナーや個別相談等を開催し、各種支援制度の周知・計
画作成支援を行って参りましたが、コロナ感染拡大によ
り経営環境が一段と厳しくなってきていることから、事
業引継ぎ（Ｍ＆Ａ等）の推進に取り組み、北海道事業承継・
引継ぎ支援センター等関係機関と連携し円滑な事業承継
支援を進めて参ります。
　さらに、事業を継続するには新型コロナウイルス感染
症や、近年増加傾向にある自然災害等不測の事態に対す
る備えも必要となることから、有事における従業員の行
動や業務の進め方等について定める事業継続力強化計画
及びＢＣＰの策定に向け支援して参ります。
　中央大通り沿道地区再開発事業は、現在、都市開発事業
予定者が計画策定にあたっており、事業推進に向けた関
係機関との調整など積極的に連携・協力を行って参りま
す。
　商工会議所は、地域の経営者に寄り添いながら、変化の
波を新たな成長へとつなげていく動きを後押しする使命
があり、行政・各関係機関と連携し新たな価値観と環境変
化に対応すべくＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）の周知・
ＰＲの推進による企業価値向上を図るとともに、日本商
工会議所・北海道商工会議所連合会及び全国各地の商工
会議所のネットワークを活かし、オホーツク管内６商工
会議所が結ぶ地域総合包括連携の下、「未来を拓く商工会
議所」として、地域経済の持続的な発展を推進するため、
諸事業を推進して参ります。
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ちづくり北見「パラボ」との連携による地域内販路拡
大、地産地消フェスタ、インフォメーションバザール、
スーパーマーケットトレードショー等への出展支援）

　　②  農林水産商工等連携及び地域資源の活用による新事　　
業展開支援

　　③  ＩＣＴ（情報通信技術）・メディア等の活用による情　　
報発信の充実（電子商取引〈ＥＣ〉販売への取り組み　　
支援※、新ビジネスへの取り組み支援※）

　　④  ふるさと納税に繋がる商品開発・販路拡大策の検討・　　
研究※

　８） 市内金融機関、大学、公設試験研究機関、農協、中小企
業基盤整備機構北海道本部北見オフィス、北海道中小
企業総合支援センターオホーツク支部、北海道よろず
支援拠点など各関係機関との連携による支援

　　① 市内金融機関など連携機関との情報交換会の開催
（３）経営改善普及事業（中小企業相談所）の充実強化　

　１）経営改善普及事業に係る経営発達支援計画の実施
　２） 小規模事業者経営改善資金融資（マル経融資）制度　

のＰＲ・利用促進、新型コロナ対策マル経融資利子補給
　３）記帳指導及び会計・決済業務の改善・導入支援
　４）政府系金融機関、道、市融資制度などの円滑な斡旋

（４）人材確保・人材育成の支援
　１） 大学生・高等技術専門学院訓練生・専門学生・高校生に

対する地元企業への就職支援及び就業意識の醸成
　　①  オホーツク合同企業セミナー・説明会（北見・札幌）　　

への協力
　　②  企業と学生との交流会/企業と北見工大就職担当教　　

員との意見交換会の開催
　　③  企業と道内大学キャリアサポートセンターとの連携

強化
　　④ 地元企業就業体験・見学ツアーの実施
　　⑤  オホーツク合同企業セミナー・説明会参加企業情報　　

の「スキャナビ北海道」及び当所ホームページへの掲載
　　⑥  北見市若者就活応援センター等各種就労支援機関と　　

の連携（人材確保に取り組む企業情報の発信）
　　⑦  新規学卒者就職フェア、高校生のための企業概要説

明会・インターンシップへの協力・支援
　　⑧ 高校就職支援担当教諭との意見交換会の開催　
　　⑨  北見工大地元就職奨学金制度賛助企業登録拡大協力
　２）ＵＩＪターン（移住・定住）促進事業への協力
　　①  各地（東京・大阪・札幌等）イベントへの出展とＵＩＪ

ターン希望者に対する相談、情報の提供
　３）外国人労働者の雇用に関する勉強会・研修会の開催
　４）各種検定・試験の活用による技術・技能の向上
　　① 情報処理技術者試験（高度試験）の実施・広報・周知

（５） 北海道中小企業総合支援センター等関係機関施策を活
用した経営支援

　１）専門家による相談会等の実施

４．産業振興の推進

（１） オホーツク商工会議所協議会が取り組む「地域総合包
括連携事業」への積極的参画

　１） オホーツク合同企業セミナー・説明会（北見・札幌）の
開催

　２）ＵＩＪターン（移住・定住）促進事業の開催
（２）オホーツク産学官融合センター事業の推進と利用促進

　１） 北見市における創業支援事業計画に基づく創業・起業
サポート事業の実施

　２） 地域中小企業が事業化を目指すプロジェクトの発掘　
と支援

　３） 北見工大学術推進機構の活用による共同研究、事業化
等への支援

　４）北海道知的財産情報センター事業への協力
　５）北海道事業承継・引継ぎ支援センター事業への協力

（３）産学官連携の推進
　１）北見工大、日赤道看護大との連携及び支援強化
　２） 北見工業技術センター、オホーツク圏地域食品加工技

術センターなど研究機関との連携
（４）域外からの進出企業との連携

　１）進出企業視察と懇談会等の開催
（５）北見地域の観光振興・交流人口拡大への取り組み

　１） 「北見市観光推進プロジェクト」事業推進に対する協
力

　２） 北見ぼんちまつり・「がんばろう北見」応援ホワイトイ
ルミネーション等の実施及び各種イベントへの協力

（６）新たな価値観と環境変化に対応した取り組み
　１）ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）周知・ＰＲ推進※
　２）容器包装リサイクル制度などリサイクル制度の周知
　３） 地球温暖化対策のための国民運動「ＣＯＯＬ　ＣＨＯI

ＣＥ（＝賢い選択）」の啓発

５．商工会議所の円滑な運営及び基盤強化

（１）組織・財政基盤及び業務改善の推進
　１）会員増強の促進
　２）委員会、部会の活性化と出席率の向上
　３）自主財源の確保
　　① ミント共済、特定退職金共済制度の加入促進
　４） テレワーク・Ｗｅｂ（ネット）会議の導入、保管レスの

推進※　
　５）事業継続力強化計画の策定※

（２）会員交流事業の実施
　１）部会内会員交流会
　２）会員親睦交流事業

（３）商工会議所活動を広く周知するための広報活動の強化
　１）「所報きたみ」充実、ＨＰ・Ｅメールによる情報発信
　２）会議所事業を「見える化」するＳＮＳ・動画の活用

（４）会員サービス事業の充実
　１）会員事業所永年勤続従業員表彰の実施
　２）福利厚生制度の推進
　　①  経営者、従業員等の定期健康診断、がん・生活習慣　　

病検診の実施
　　② 各種共済制度・個人保険の加入促進
　３）労働保険事務組合の運営
　４）「所報」チラシ同封サービス（商い情報交流便）の実施

（５）関係商工会議所等との連携
　１） 日本商工会議所・北海道商工会議所連合会・東北海　

道商工会議所連絡協議会・オホーツク商工会議所協議
会との連携

　２）姉妹商工会議所高知商工会議所との交流促進
（６）議員会・北商クラブ・女性会・青年部活動に対する支援
（７）外郭団体等の運営に対する支援
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１．政策提言、要望活動の積極的な展開

（１）国・道・北見市・関係機関に対する要望活動
　１）新型コロナウイルス感染症に関わる要望※
　　① 新型コロナ収束までの継続した経営支援の実施
　　②  定期的に受診できるＰＣＲ検査等の実施体制の確保
　２）景気対策、中小・小規模企業振興に関わる要望
　　①  第２期北見市地方創生総合戦略に基づく効果的な事

業の実施
　　② 公共工事の地元企業優先発注の確保
　３）都市整備に関わる要望
　　①  北見市市街地再生計画に基づく中央大通り沿い骨格

軸の民間が行う再開発事業への協力と支援
　　② 立地適正化計画の策定推進
　４）地域医療の充実・強化に関わる要望
　　①  休日夜間急病センターの整備促進など救急医療体制

の充実確保
　５）道路整備に関わる要望
　　①  北海道横断自動車道（十勝オホーツク自動車道）「端

野高野道路」の早期着工
　　②  オホーツク圏と十勝圏を結ぶ高速道路の整備（「陸別

町陸別－陸別小利別」間の整備促進、「足寄－陸別町
陸別」間の早期整備着手）

　　③  北見地域における地域高規格道路「遠軽北見道路」の
早期整備（「生田原道路」の整備促進、「北見市北陽－
端野」間の計画段階評価の早期着手）

　　④  国道39号石北峠の整備促進及び交通安全対策の確保
　　⑤ 市街地の骨格軸を形成する南岸通等の整備促進
　　⑥ 冬期間の車道、歩道の除排雪の徹底
　６）防災対策の強化に関わる要望
　　①災害に強い道路等基盤整備及び治水事業の推進
　７）空港・鉄道及び地元公共交通機関等に関わる要望
　　①  女満別空港の就航体制の維持・存続（コロナ禍が落ち

着いた後の運航・就航体制の早期回復、女満別空港－
函館空港間の新規路線開設、女満別空港と各観光地
を結ぶ二次交通のインフラ整備、ＬＣＣの誘致拡充）

　　②  ＪＲ石北本線の維持・存続（維持及び存続に向けた利
用促進の啓蒙・啓発、コロナ禍が落ち着いた後の運行
体制の早期回復）

　　③  北海道新幹線高速化に伴う鉄道貨物輸送の維持と新
たなる技術開発の推進

　　④  地元公共交通機関（バス・タクシー）の維持・存続に向
けた利用促進の啓蒙・啓発

　８）観光振興等に関わる要望
　　①  道の駅を併設する体験・着地型観光の交流拠点施設　　

「街の駅」の早期設置
　　② スポーツ合宿誘致と受入施設の整備促進

（２）中小・小規模企業に関わる税制改正の要望
（３）部会、委員会による意見活動の推進

　

２．賑わいと活力あふれる街づくりの推進

（１）中心市街地活性化の推進
　１） 北見市中心市街地活性化基本計画に掲げた事業の継

続的推進
　　①  都市開発事業予定者が進める市街地再開発事業への

協力と事業推進に向けた関係機関との連携協力

　　②  空き店舗対策事業の実施（まちんなかＳＨＯＷ10の
運営）

　２） 北見市中心市街地活性化協議会及び同運営委員会の
運営

　３）中心市街地の魅力向上と賑わい再生支援
　　①  中心商店街とコミュニティプラザ「パラボ」との連　　

携事業に対する協力
　　② 「きたみｄｅ街コン」、「きたみｄｅ婚カツ」事業の実施
　　③  中心市街地アンケート調査の実施（地権者に対する　　 

今後の利活用）※
　　④   「がんばろう北見」応援ホワイトイルミネーションの 

実施※
（２）「株式会社まちづくり北見」への運営協力

３．中小・小規模企業の経営基盤および人材確保の強化

（１）新型コロナウイルス感染症に関わる経営支援の実施※ 　
　１）窓口・巡回相談の強化による各種支援施策の活用支援
　２） ポストコロナ・ウィズコロナ時代の経済社会の変化　

に対応した事業再構築支援
　３）コロナ禍の影響調査

（２） 第２期経営発達支援計画（小規模事業者への伴走型支
援）の実施

　１）窓口・巡回相談の強化
　２）地域の需要動向調査
　　①  景気動向等各種調査の実施（景気動向調査、新規学　　

卒者予定初任給調査）
　　② 中小企業振興委員連絡会議による情報収集
　３）経営計画に基づく経営改善支援
　　①  多様なニーズに対応した各種セミナーの開催（ＩＣ

Ｔ〈情報通信技術〉等各種経営セミナーの開催、経営
実務に関わる講演会及び個別相談会の開催）

　　② 事業継続力強化計画及びＢＣＰの策定支援
　　③  デジタル技術を活用した生産性向上事例の情報収集・

情報提供
　　④  経営分析、事業計画の作成支援（経営基盤システム　　

〈Ｂｉｚミル〉を活用した経営支援の実施、事業計画
作成セミナーの開催及び電子申請の推進支援、小規
模事業者持続化補助金等に係る事業計画作成支援）

　　⑤ 働き方改革関連法の適切な運用支援
　　⑥ 健康経営の推進（健康経営セミナー開催及び啓発普及）
　　⑦ 経営力向上に繋がる各種支援施策の活用支援
　４）創業・起業支援
　　①  創業・起業入門編及び実務編（階層別・業種別）セミ

ナーの開催とフォローアップ強化
　　② 創業者・創業希望者情報交換会の開催
　　③ ビジネスコンテスト（プランの発表会）の実施※
　５）事業承継相談体制の強化
　　① 事業承継診断票の活用
　　② 事業承継セミナー・個別相談会の開催
　　③  専門家と連携した各種支援制度の活用と事業承継計　　

画作成支援とフォローアップ強化　
　　④  企業存続に向けた中小・小規模事業者に対するＭ＆　　

Ａの推進支援※
　６）北見市中小企業振興プランに基づく施策推進への協力
　７）販路拡大支援
　　①  地域内外における展示会・商談会への出店支援（ま

令和３年度事業計画 事業実施項目　※新規項目
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収入の部

 会　計　名 一般会計 中小・小規模支
援事業会計  経済センター会計 委託事業会計 特定退職金共済会計  まちなか賑わい

創出事業会計
オホーツク産学官
融合センター会計 合　　計

会  費 38,942 38,942
特 商 負 担 金 2,826 2,826
事 業 収 入 1,827 27,682 3,907 1,500 34,916
補助金・委託金 43,882 1,500 5,800 51,182
委 託 費 4,235 4,235
繰 入 金 11,013 4,069 2,832 900 120 18,934
使 用 料 収 入 10,065 10,065
雑 収 入 1,885 641 216 1 2,743
掛 金 ・ そ の 他 173,198 250 100 173,548
繰 越 金 6,827 1,705 8,532
合  計 67,555 48,592 14,818 27,683 177,105 4,150 6,020 345,923

支出の部

 会　計　名 一般会計 中小・小規模支
援事業会計  経済センター会計 委託事業会計 特定退職金共済会計  まちなか賑わい

創出事業会計
オホーツク産学官
融合センター会計 合　　計

事 業 費 17,901 4,205 3,051 79,626 1,250 880 106,913
給 与 費 15,610 34,922 11,322 3,700 65,554
福 利 厚 生 費 3,951 5,297 2,003 590 11,841
旅 費 交 通 費 1,920 599 300 60 2,879
事 務 ・ 管 理 費 6,812 1,796 7,207 1,361 90 650 570 18,486
会 議 費 1,369 210 1,579
渉 外 費 800 800
公 課 分 担 金 4,232 1,110 1,934 7,276
積 立 金 500 1,500 200 2,200
共 済 積 立 金 91,834 91,834
営 繕 費 1,041 1,041
業 務 委 託 費 5,360 1,954 7,314
繰 出 金 7,921 7,462 3,551 18,934
雑 役 務 費 2,000 2,000
雑 費 550 273 100 50 50 250 10 1,283
予 備 費 5,989 5,989
合  計 67,555 48,592 14,818 27,683 177,105 4,150 6,020 345,923

当
所
内
に
４
月
１
日
、
北

海
道
事
業
承
継
・
引
継
ぎ
支

援
セ
ン
タ
ー
北
見
サ
テ
ラ
イ

ト
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

同
セ
ン
タ
ー
（
札
幌
）
は
、

産
業
競
争
力
強
化
法
に
基
づ

き
、
経
済
産
業
省
北
海
道
経

済
産
業
局
か
ら
委
託
を
受
け

た
事
業
承
継
・
引
継
ぎ
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
公
的
機
関
で
、

事
業
承
継
支
援
を
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
で
受
け
ら
れ
る
体
制

（
相
談
無
料 

秘
密
厳
守 

公
平

中
立
）。

親
族
・
親
族
外
承
継
、
従

業
員
・
役
員
承
継（
Ｍ
Ｂ
Ｏ
）、

第
三
者
へ
の
譲
渡（
Ｍ
＆
Ａ
）

な
ど
、
事
業
承
継
に
係
る
多

種
多
様
な
課
題
の
解
決
、
関

係
機
関
連
携
に
よ
る
円
滑
な

推
進
に
よ
り
、
北
海
道
経
済

で
大
き
な
役
割
を
果
た
す
中

小
企
業
の
活
力
維
持
・
向
上

に
資
す
る
こ
と
を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。

当
所
で
は
、
こ
れ
ま
で
事
業
承
継
に
つ

い
て
、
相
談
窓
口
の
設
置
や
専
門
家
の
派

遣
、
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
な
ど
支
援
に
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
が
、
よ
り
き
め
細
か
く

迅
速
に
対
応
す
る
た
め
、
同
サ
テ
ラ
イ
ト

機
能
（
オ
ン
ラ
イ
ン
面
談
等
）
を
加
え
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

事
業
承
継
に
関
す
る
、
さ
ま
ざ
ま
な
疑

問
や
困
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。　  

（
担
当　

後
藤 

達
哉
）

４
月
16
日
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
管
内
６
会
議

所
に
よ
る
会
頭
会
議
が
ホ
テ
ル
黒
部
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
会
議
は
、
正
副
会
頭
及
び
専
務

理
事
28
名
が
出
席
し
、
地
域
課
題
で
あ
る

雇
用
・
人
材
確
保
や
地
域
振
興
に
関
す

る
要
望
事
項
等
に
つ
い
て
協
議
す
る
と
共

に
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
各
地
域
の
対
策
・

取
り
組
み
等
に
つ
い
て
情
報
交
換
し
ま
し

た
。ま

た
、
北
海
道
開
発
局
網
走
開
発
建
設

部
、
北
海
道
オ
ホ
ー
ツ
ク
総
合
振
興
局
、

日
本
政
策
金
融
公
庫
北
見
支
店
よ
り
、
地

域
に
お
け
る
事
業
・
経
済
・
金
融
情
勢
等

に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、
意
見
・
情
報
交

換
を
行
い
ま
し
た
。   

（
担
当　

総
務
部
）

当所内に事業承継・引継ぎ支援センター
北見サテライト開設 オンライン面談可能

　当所は、会員事業所限
定のサービスとして、「会
員事業所のホームページ

（HP）紹介」（当所HPにリ
ンク）と企業経営の関連
制度やコロナ支援金情報
など「各種情報のメール
配信」を無料で行ってい
ます。会社のＰＲや情報
収集にお役立てください。
　　 （担当　古川  佳佑）

　当所と一般社団法人

北海道発明協会共催の

「知財に関する無料相談

会」が3月25日、北見経済

センターで開かれまし

た。次回は5月27日（要予

約）。お気軽にご相談く

ださい（℡23‐4111）。

　　 （担当　古川  佳佑）

〈会員限定サービス〉

次回は5月27日 要予約

当所HPへのリンク
各種情報メール配信

知財に関する
無料相談会
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網走営業所・遠軽営業所
紋別営業所・中標津営業所

　

当
所
の
舛
川
誠
会
頭
、
副
会
頭
ら
役
員

は
４
月
15
日
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
と
北
見
市
の
総
合
的
経
済
活
性
化
に

関
わ
る
要
望
活
動
を
辻
󠄀直
孝
市
長
と
高
橋

克
博
市
議
会
議
長
に
対
し
て
行
い
ま
し
た
。

　

事
業
計
画
に
基
づ
く
恒
例
の
取
り
組
み
。

今
年
も
昨
年
に
続
き
、
喫
緊
の
課
題
で
あ

る
同
感
染
症
対
策
と
総
合
的
経
済
活
性
化

の
２
本
立
て
。
要
望
書
を
手
渡
す
と
と
も

に
概
要
を
説
明
の
上
、
意
見
交
換
を
し
ま

し
た
。

　

要
望
は
①
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
、
②
景
気
対
策
の
推
進
、
③
安
全
・

安
心
な
都
市
基
盤
整
備
の
推
進
、
④
中
心

市
街
地
活
性
化
の
推
進
、⑤
中
小
企
業
・
小

規
模
企
業
対
策
の
強
化
、
⑥
当
地
域
の
産

業
振
興
の
６
分
野
に
わ
た
る
29
項
目
。

　

新
規
事
項
と
し
て
、③
で
は
、地
元
公
共

交
通
機
関（
バ
ス
・
タ
ク
シ
ー
）
の
維
持
存

続
に
向
け
た
利
用
促
進
の
啓
蒙
・
啓
発
、④

で
は「
が
ん
ば
ろ
う
北
見
」ホ
ワ
イ
ト
イ
ル

ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
事
業
に
対
す
る
支
援
、
⑤

で
は
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
・
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ

を
見
据
え
た
生
産
性
の
向
上
推
進
支
援

（
事
業
者
が
進
め
る
デ
ジ
タ
ル
化
・
Ｉ
Ｃ
Ｔ

の
活
用
支
援
）、ビ
ジ
ネ
ス
コ
ン
テ
ス
ト
の

実
施
協
力
、⑥
で
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ（
持
続
可
能

な
開
発
目
標
）の
周
知
・
Ｐ
Ｒ
の
推
進
を
盛

り
込
み
ま
し
た
。

　

辻
󠄀市
長
と
の
面
談
で
は
、舛
川
会
頭
は
、

「
宿
泊
、飲
食
、サ
ー
ビ
ス
、食
材
納
入
業
者

な
ど
幅
広
い
業
種
業
態
が
新
型
コ
ロ
ナ
の

影
響
を
受
け
て
い
る
」と
述
べ
、当
所
の
コ

ロ
ナ
対
策
の
実
績（
昨
年
３
月
相
談
窓
口

設
置
か
ら
融
資
・
給
付
金
・
支
援
金
な
ど

４
２
０
件
を
越
え
る
相
談
・
支
援
）
を
説

明
。さ
ら
に「
公
的
支
援
か
ら
漏
れ
た
事
業

者
の
悲
痛
な
声
も
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

長
期
化
し
て
い
る
こ
と
か
ら
廃
業
せ
ざ
る

を
得
な
い
と
の
声
が
多
く
の
業
種
か
ら
聞

こ
え
て
い
る
」
な
ど
と
厳
し
い
状
況
を
訴

え
対
策
を
求
め
ま
し
た
。

　

辻
󠄀市
長
は
、
今
後
の
コ
ロ
ナ
対
策
に
つ

い
て
、「
し
っ
か
り
受
け
と
め
対
応
し
て
い

き
た
い
」
と
し
た
上
で
、
臨
時
市
議
会（
４

／
27
）に
提
案
す
る
こ
と
、同
対
策
の
考
え

方
、一
部
具
体
策
に
つ
い
て
説
明
。

　

こ
の
中
で
、
ク
ー
ポ
ン
券
や
プ
レ
ミ
ア

ム
商
品
券
の
再
発
行
、
宿
泊
需
要
喚
起
支

援
事
業
の
継
続
、
高
齢
者
に
対
す
る
公
共

交
通
ク
ー
ポ
ン
券
の
発
行
な
ど
に
取
り
組

む
考
え
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、辻
󠄀市
長
が「
い
ち
自
治
体
が
自
力

で
全
て
の
こ
と
を
ま
か
な
う
こ
と
は
非
常

に
厳
し
い
。力
添
え
を
賜
り
た
い
。側
面
か

ら
応
援
し
て
も
ら
え
れ
ば
あ
り
が
た
い
」

と
述
べ
た
の
に
対
し
、舛
川
会
頭
は「
会
議

所
と
し
て
も
側
面
か
ら
し
っ
か
り
対
応
し

て
い
き
た
い
」と
答
え
ま
し
た
。

　

舛
川
会
頭
は
、
高
橋
議
長
と
の
面
談
で

も
市
内
経
済
の
厳
し
い
状
況
や
当
所
の
コ

ロ
ナ
対
策
を
説
明
す
る
と
と
も
に
、
市
の

支
援
策
推
進
に
協
力
を
求
め
ま
し
た
。

　

同
要
望
書
に
対
す
る
市
の
回
答
は
文
書

で
提
出
さ
れ
ま
す（
概
要
は
次
号
の
所
報

に
掲
載
予
定
）。　

（
担
当　

服
部 

浩
司
）

要望書を手渡したあと、辻󠄀市長、
正副議長とそれぞれ意見交換する
舛川会頭・副会頭ら

公
的
支
援
漏
れ
、
廃
業
危
機
の
声
も
伝
え

市
長
、
議
長
に
コ
ロ
ナ
と
、
経
済
活
性
化
に
関
わ
る
要
望
活
動
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　当所は、３月４日付けで健康経営優良法人 2021( ブライ
ト 500)」に認定されました。同認定制度は、経済産業省
と日本健康会議が推進する健康増進の取り組みをもとに、

「特に優良な健康経営を実践している法人」を 2017 年度か
ら顕彰している制度です。さらに同 2021 年から中小規模
法人部門で上位 500 位の企業を「ブライト 500」（大規模
法人部門上位 500 位は「ホワイト 500」）として認定して
います。
　この認定を踏まえ、これからも健康づくりに積極的に取
り組み、職員の健康意識の向上、より良い職場環境づくり
を目指し、会員企業に対する健康経営の周知・ＰＲ活動に
一層努めて参ります。

　㈱セクト（近江強社長）は 2020 年に続く健康経営優良法
人の認定。社員の「健康第一」との考えを強くし、全社員の
健康診断受診に加え、人間ドック（35 歳以上）、PET 検査（部
門長）受診と拡充。特徴的な健康経営として、社員ジム（無
料、月 2 回トレーナー付き）の設置や健康体コンテスト（賞
金）に取り組んでいます。健診結果により運動や食事ととも
に、「ワークライフバランス」への意識が高まり残業時間も
削減。社員の健康は会社の持続可能な成長の基盤。これら健
康経営の充実、広がりを目指しています。

に認定されました！
当所が「健康経営優良法人2021(ブライト500)」

社員ジムや健康体コンテストなどを実施

会員事業所「健康経営」事例紹介
健康経営優良法人認定 2020・2021　２年連続取得

㈱ セ ク ト
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当
所
が
北
見
市
と
連
携
し
作
成
し
た

「
事
業
継
続
力
強
化
支
援
計
画
」
が
3
月

17
日
、
道
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

小
規
模
事
業
者
の
自
然
災
害
等
へ
の
事

前
の
備
え
、
迅
速
な
復
旧
支
援
の
た
め
、

中
小
企
業
強
靱
化
法
が
令
和
元
年
7
月
に

施
行
さ
れ
、
そ
の
中
で
小
規
模
事
業
者
支

援
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
、
小
規
模
事
業

者
の
事
業
継
続
力
強
化
の
取
り
組
み
を
商

工
会
議
所
（
商
工
会
）
が
市
町
村
と
共
同

で
支
援
し
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
に

伴
う
も
の
で
す
。

　

令
和
３
年
４
月
か
ら
８
年
３
月
末
ま
で

を
実
施
期
間
と
し
た
、
当
所
の
事
業
継
続

力
強
化
支
援
計
画
に
は
、
事
業
継
続
力
強

化
支
援
事
業
の
目
標
、
内
容
、
体
制
な
ど

を
盛
り
込
ん
で
い
ま
す
。

　

成
果
目
標
に
は
、
事
業
継
続
力
強
化
計

画
の
策
定
事
業
所
20
社
、
実
施
目
標
に
は
、

事
業
者
に
対
す
る
事
前
対
策
の
周
知
（
セ

ミ
ナ
ー
の
開
催
）、
当
所
の
事
業
継
続
力

強
化
計
画
策
定
、
連
携
体
制
の
推
進
（
市

と
の
情
報
交
換
・
勉
強
会
）、
職
員
の
育

成
を
掲
げ
ま
し
た
。

　

今
後
、
同
計
画
に
基
づ
き
、
当
所
の
体

制
を
整
え
る
と
と
も
に
、
小
規
模
事
業
者

の
事
業
継
続
に
対
す
る
支
援
を
強
化
し
て

い
き
ま
す
。　
　
　

（
担
当　

宮
本 

幸
喜
）

　

小
規
模
事
業
者
持
続
化
補
助
金
「
コ
ロ

ナ
特
別
対
応
型
」
第
5
回
受
付
分
（
令
和

2
年
12
月
10
日
締
切
分
）
お
よ
び
「
一
般

型
」
第
6
回
受
付
分
（
令
和
3
年
2
月
4

日
締
切
分
）
の
審
査
結
果
が
3
月
31
日
と

4
月
28
日
に
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
当
所
を

通
じ
て
一
般
型
は
５
件
の
申
請
全
て
が
採

択
、
コ
ロ
ナ
特
別
対
応
型
に
つ
い
て
は
６

件
の
申
請
中
５
件
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

全
国
の
採
択
率
は
そ
れ
ぞ
れ
51
％
、
47
％

で
し
た
。
事
業
名
は
以
下
の
通
り
。

《
コ
ロ
ナ
特
別
対
応
型
》

・ 

厨
房
の
機
能
強
化
に
よ
る
非
対
面
ビ
ジ

ネ
ス
の
強
化
お
よ
び
新
商
品
開
発

・ 

セ
ル
フ
オ
ー
ダ
ー
シ
ス
テ
ム
導
入
に
よ

る
顧
客
満
足
度
向
上
、
売
上
増
加
事
業

・ 

本
場
の
お
好
み
焼
き
を
ご
家
庭
で
！
テ

イ
ク
ア
ウ
ト
設
備
導
入
事
業

・ 

水
揚
げ
直
後
の
新
鮮
食
材
を
ご
家
庭
へ
！

移
動
販
売
・
宅
配
専
用
車
導
入
事
業

・ 

非
対
面
型
オ
ー
ダ
ー
シ
ス
テ
ム
「
タ
ッ

チ
パ
ネ
ル
式
券
売
機
」
導
入
事
業

《
一
般
型
》

・ 

自
社
製
テ
ィ
ー
バ
ッ
グ
開
発
と
珈
琲
テ

イ
ク
ア
ウ
ト
販
売
に
よ
る
販
路
開
拓

・ 

広
い
教
室
で
親
も
子
供
も
安
心
！
ウ
ィ

ズ
コ
ロ
ナ
時
代
の
英
語
教
室
作
り

・ 

楽
し
い
買
い
物
で
気
持
ち
も
豊
か
に
～

デ
ー
タ
と
効
率
化
で
接
客
を
高
品
質
化

・ 

デ
リ
バ
リ
ー
部
門
を
強
化
し
て
、
顧
客

満
足
度
を
ア
ッ
プ
！
！

・ 

オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
向
上
と
広
告
・
チ
ャ

ネ
ル
充
実
に
よ
る
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
強
化

（
担
当　

地
域
振
興
部
）

北辰土建株式会社
代表取締役会長　鴨 下 泰 久
代表取締役社長　鴨 下 辰 哉

〒090-0030 北海道北見市北10条東4丁目1番地
TEL(0157)24-8624㈹ FAX（0157）61-2097
http://www.hokushindoken.co.jp
E-mail:hokushin@cocoa.ocn.ne.jp

 「
事
業
継
続
力
強
化
支
援
計
画
」
認
定
さ
れ
る

 

事
前
対
策
と
し
て
「
強
化
計
画
」
策
定
や
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

 

当
所
通
じ
10
事
業
所
採
択
さ
れ
る

 

持
続
化
補
助
金
（
３
月
、４
月
発
表
分
）

　当所が運営するオホーツク産学官融合
センター（柏陽町・北見工大社会連携推進
センター１階）では、窓口相談や専門家に
よる相談、併設の北海道知財総合支援窓口
北見サテライト（テレビ会議システム）に
よる特許・商標など知的財産に関わる相談
に応じています。
　また、移動個別相談会を毎週水曜日、北
見経済センターで行っています（予約制）。
各種相談は無料。 お問い合わせは同セン
ター（℡57‐5677）へ。　 （担当　竹中 秀之）

〈企業経営に係る相談窓口〉

オホーツク産学官融合センター
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当
所
中
小
企
業
相
談
所
な
ど
主
催
の

「
新
入
社
員
研
修
講
座
」（
３
／
19
）
で
は
、

外
国
人
労
働
者
（
派
遣
）
２
人
を
含
め
38

人
（
25
社
）
が
㈱
日
本
ビ
ジ
ネ
ス
社
の
佐
々

木
隆
浩
社
長
か
ら
社
会
人
の
心
構
え
や
ビ

ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
を
学
び
ま
し
た
。

　

佐
々
木
社
長
は
、
こ
れ
ら
の
基
本
を
実

技
や
注
意
点
を
交
え
て
助
言
。
自
身
の
努

力
や
工
夫
も
促
し
な
が
ら
「
チ
ャ
ン
ス
は

た
く
さ
ん
あ
る
。
ど
う

つ
か
む
か
。
武
器
と
し

て
資
格
を
持
つ
こ
と
も

１
つ
」
と
鼓
舞
。

　

会
社
以
外
の
遠
隔
で

仕
事
を
行
う
「
リ
モ
ー

ト
ワ
ー
ク
」
で
は
、
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
低
下
を

招
か
な
い
よ
う
「
ル
ー

テ
ィ
ン
」
の
導
入
な
ど

を
勧
め
て
い
ま
し
た
。

（
担
当　

武
田 

卓
）

　

当
所
、
中

小
企
業
相
談

所
、（
公
社
）

北
見
地
方
法

人
会
、
北
見

間
税
会
の
主

催
、
共
催
の

「
事
業
計
画

作

成

セ

ミ

ナ
ー
」（
４

／
６
）
で
は
、
受
講
者
10
人
が
中
小
企
業

診
断
士
・
社
会
保
険
労
務
士
の
藤
田
貴
史

さ
ん
か
ら
事
業
計
画
作
成
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を

学
び
ま
し
た
。

　

事
業
計
画
の
意
義
、
作
成
の
ポ
イ
ン
ト

を
か
み
砕
い
て
説
明
。
続
い
て
、
数
多
く

の
申
請
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
き
た
経
験

か
ら
、
小
規
模
事
業
者
持
続
化
補
助
金
等

を
申
請
す
る
際
に
、
参
考
と
な
る
注
意
点

な
ど
を
解
説
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　

（
担
当　

宮
本 
幸
喜
）

〈青年部〉６月26日に創立20周年記念式典　
　青年部の創立20周年記念式典が６月26日午後３時半から、「躍
動」をテーマに、北見市民スケートリンクで実施されます。
　新型コロナウイルス感染症の影響により、１年延期された創立
20周年記念事業。北見市をＰＲする記念のモニュメント（高さ約
1.1㍍、横幅約4.4㍍）は５月28日に除幕式を執り行う予定（設置
場所山下町ロータリーひろばビッググラス前）。　
　同記念式典には、当所関係者、道内の商工会議所青年部、高知
商工会議所の役員ら約200人が参加する予定。
　青年部の４月例会は13日、会員44人の参加により、会場とズー
ムミーティングによるハイブリットで実施されました。「新型コ

ロナウイルスに感染した対処法」をテーマに、恵庭商工会議所青年部
メンバーによる体験談を交え、より実践的な対応を学びました。

（担当　武田 卓）

〈女性会〉定時会員総会で田巻会長を再任　
　女性会の令和３年度の定時会員総会が４月19日、ホテル黒部で
開かれ、令和３年度事業計画が承認されたほか、役員改選が行わ
れました。　
　事業計画には、例会・部会（研修、親睦、総務広報）活動など
が盛り込まれ、小学生絵画コンクールは昨年に続き中止となりま
した。役員改選では、田巻美代子会長が再任されました。
　会長のほか、役員は以下の通り。任期は令和５年３月31日まで。
　［副会長］北中順子、寺崎千恵子、近藤千鶴
　［理　事］ 安部怜杞、飯田初江、近江敦子、小田恵美子、加藤

子、田村としえ、徳本紀恵子、鳥越孝枝、服部牧
子、松浦豊子

　［監　事］田丸月香、外﨑澄子
　［参　与］桑島定子

（担当　池亀 由基）

抄
録
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　当所内に設置されて
いる（公財）北海道中
小企業総合支援セン
ターオホーツク支部の
新しい支部長として、

佐々木雅章氏（55）が 4 月1日に着
任しました。前職は本部助成支援グ
ループ（課長）、札幌市出身で、初
の地方勤務。「道央圏とは違う課題
も抱えていると思いますが、中小企

業の経営はじめ、創業支援などのお
手伝いを関係機関と連携し進めてい
きたい」と抱負。単身赴任中、こ
の地の自然や食、天体観察なども楽
しみとのこと。
　同オホーツク支部では、職員３人

（非常勤２人）で中小企業・小規模
事業者の経営課題に係る相談に応
じています（無料）。お問い合わせ
は同オホーツク支部（℡ 31‐1123）へ。

　

新
規
採
用
の
山
口
花
帆
さ
ん（
25
）
は
、

置
戸
町
出
身
で
、
北
見

工
大
バ
イ
オ
環
境
化

学
学
科
卒
・
バ
イ
オ
環

境
化
学
専
攻
博
士
前

期
修
了
。
札
幌
で
の
１
年
間
の
社
会
人
生

活
を
経
て
入
所
。
北
見
に
は
北
斗
高
時
代

か
ら
９
年
間
居
住
。「
好
き
な
ま
ち
で
働
く

こ
と
と
な
り
う
れ
し
い
。
求
め
ら
れ
て
い

る
こ
と
に
し
っ
か
り
応
え
て
い
き
た
い
。

情
報
系
や
デ
ジ
タ
ル
化
な
ど
で
も
お
役
に

立
ち
た
い
」と
抱
負
。趣
味
は
小
学
生
か
ら

始
め
た
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
。

　

オ
ホ
ー
ツ
ク
産
官
学
融
合
セ
ン
タ
ー
の

竹
中
秀
之
セ
ン
タ
ー
長
（
51
）
は
、「
こ

れ
ま
で
培
っ
た
経
験
や
人
脈
を
生
か
し
な

が
ら
新
た
な
掘
り
起
こ
し
を
重
ね
、
創
業

支
援
や
事
業
承
継
の
主
要
業
務
を
進
展
さ

せ
る
こ
と
を
通
じ
地
域
の
活
性
化
を
図
っ

て
い
け
れ
ば
」
と
抱
負
。 

北
海
道
事
業
承

継
・
引
継
ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー
エ
リ
ア
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
兼
務
。　

　　

第
71
回
永
年
勤
続
従
業
員
表
彰
式

　

当
所
は
第
71
回
会
員
事
業
所
永
年
勤
続

従
業
員
表
彰
式
を
６
月
21
日
午
後
６
時
か

ら
北
見
経
済
セ
ン
タ
ー
で
実
施
し
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
状
況
に

よ
り
、
前
年
度
同
様
式
典
を
中
止
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。　
　

（
担
当　

総
務
部
）

　服部浩司　理事・事務
局長・総務部長兼務（理
事・事務局長・総務部長・
中小企業相談所長兼務）
　宮本幸喜　地域振興
部長・中小企業相談所長
兼務（地域振興部長）
　後藤達哉　地域振興
部次長・企画振興課長・経
営指導課長・同係長兼務

（地域振興部企画振興課長）
　竹中秀之　オホーツ
ク産学官融合センター
長（地域振興部経営指導
課長・経営指導係長兼務）
　酒井正則　総務部総
務課長（総務部総務課長・
総務係長兼務）
　大野　縁　総務部総務
課総務係長（総務部総務課
会計係長）
　中島沙織　総務部総
務課会計係長（総務部総
務課会計係）
　池亀由基　地域振興
部企画振興課企画振興
係（総務部総務課総務係）
　山口花帆　地域振興
部経営指導課経営指導
係（新規採用）
　池田嘉孝　雇員（オホ
ーツク産学官融合セン
ター長）

（４月１日付け、カッコ内は旧役職・所属）

〈中小企業総合支援センター〉　新オホーツク支部長   佐々木氏 着任

新入会員紹介  （入会日　令和3. ２/20 ～４/19）　ご入会ありがとうございます

■須摩印刷㈱（及川浩三さん、とん田東町466－13、印刷製本）
■�フルテック㈱北見営業所（久保晃生さん、高栄東町１丁目24－17、自動ドア装置の販

売・施工・保守サービス、ステンレスサッシ・製作金物製造販売等）
■�㈱ReKOM．Ｐ（大村容子さん、北５条西４丁目9-1ソシアルプラザビル５階、飲食業・ス

ナック）
■㈱久保工業（久保瞭さん、柏陽町557－26、解体業）
■HAIR�design�NOA（能佐郁香さん、美芳町３丁目1-3、美容室）
■�㈱Auto�Repair�K（亀海一雅さん、端野町３区347-23、板金・塗装・中古車販売・車両整備・

電動工具販売）
■�(公財)産業雇用安定センター北海道事務所（玉置靖さん、札幌市中央区北１条西２丁目

１札幌時計台ビル８階8-2、職業紹介業）
■DRESS（夏川卓也さん、山下町１丁目アクシスビル３階、飲食業）
■�㈱ReKOM．Life（大村一真さん、北３条西６丁目11-1ロイヤルハイツ石北通6-D、派遣

業・飲食業）
■ritowani（石田薫雄さん、山下町１丁目3-5寿会館１階、飲食店）
■�北海道ハッカセンター（佐々木真由美さん、緑ケ丘５丁目15-17、ハッカ油製造・販売）
■㈱コールヒューマン（天内吾朗さん、美芳町５丁目8-7、不動産賃貸業）
■㈱キョクイチ　マルキタ事業部（宇野直行さん、東相内町39-1、生鮮食品他卸売）
■�Gemme�di�frutta（遠藤裕次さん、並木町144-23、飲食業（フルーツタルト、カットフルー

ツ等））
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　最近心に残ったフレーズに、働き方改
革セミナーの中で講師が言っていた「満
足度だけでなく幸福度も大事にしましょ
う。そのほうが生産性も上がりますよ」
というのがありました。
　歳を重ねるにつれ、気づいてみると、
選択に迷ったときには「残りの人生、ど
ちらが幸せか」で考えるようになってい

ましたので、自分の気持ちを代弁してもらったよ
うで、心の中で思わず拍手。
　これに似ているもので、人が「役に立ちたい」
「達成したい」という自ら行動する（内発的動機
づけ）ことに対して、他人から報酬を与えられる、
圧力をかけられる（外発的動機づけ）が行われる
ことによって、やる気がなくなる現象を《アン
ダーマイニング現象》というそうです。だから給
料はいらない、というわけではありません。念の
ため。
　職場でも「工夫」という努力をして、「幸福
度」を上げ人生楽しまなきゃ。

職場でも「幸福度」を上げ、
　　　　　　人生楽しむ視点を◆17日　 新型コロナウイルス対応相談窓口（24日・

31日）
◆19日　 第250回全道商工会議所専務理事会議（オ

ンライン）、オホーツク産学官融合セン
ター移動相談会（26日）

◆20日　 全国商工会議所専務理事・事務局長オン
ライン会議、働き方改革無料相談窓口

◆24日　三役会
◆27日　 日商第4回まちづくり、農林水産資源活用

専門委員会（オンライン）
◆28日　 商工会議所青年部創立20周年記念事業モ

ニュメント除幕式
◆  2日　 オホーツク産学官融合センター移動相談

会（9日・16日・23日・30日）
◆  7日　 新型コロナウイルス対応相談窓口（14日・

21日・28日）、オホーツク産学官融合セン
ター事務局会議

◆  9日　 三役会、第324回常議員会、創業実践セミ
ナー（10日）

◆10日　働き方改革無料相談窓口（24日）
◆13日　第158回日商簿記検定試験
◆14日　 北海道商工会議所連合会通常会員総会等

（札幌市）
◆16日　テレワークセミナー
◆21日　第71回会員事業所永年勤続従業員表彰式
◆24日　三役会、第211回通常議員総会
◆26日　 商工会議所青年部創立20周年記念式典・

祝賀会

　「北見卓球スクール」は平成26年５月、卓球台９
台を備えた道東初の卓球専門教室として開設。大
会を目指し技術を磨いたり、健康の汗を流したり、
会員は現在、小学１年生から70代の高齢者まで約
80人。昨年１月から同スクールの２代目代表を務
めている塚本貴史さん（41）は、同スクールの開設
からの指導員で卓球歴約30年、日本スポーツ協会
公認卓球コーチ資格取得。同教室では塚本代表を
含め２人の指導員が技術やスポーツマンシップ、
卓球の楽しさを伝授。無料体験も企画しているほ
か、貸館、出張・個人指導に対応。塚本代表は「やり
がいを強く感じ
ています。もっと
スクール、卓球を
浸透させたい。そ
のためにもずっ
と卓球に携わっ
ていきたい」と話
しています。

北見市本町４丁目１－１  似内ビル　℡57-3074

　平成30年12月に開

店 し た「グ リ ー ン カ

フェ」。「わくわく感」

をコンセプトに雑貨

も展示した店づくり。

カレー、ナポリタン、

ハンバーグ、自家焙

煎コーヒー、ラテ（アート付き）などメニューは手

間を惜しまず手作り。客席は１・２階に約40席。２

階の個室はキッズスペース（絵本やおもちゃ完備）

付きで親子連れらに人気。昼夜各1組限定・予約制。

コロナ禍で利用が増加。各種イベント対応のオー

ドブルなどテイクアウトメニューも充実。貸し切

り可能で結婚披露宴等の会場にも。店主の小山内

恭平さん（32）は市内カフェ勤務、各地のカフェを

調べて同店で独立。「目指すはお客様の満足度の高

いカフェ。生活の一部として活用してほしい。複数

の店の経営にも挑戦したい」と意欲的です。　

北見市北斗町２丁目５－15　℡57-5261

子どもから高齢者まで卓球の腕を磨き楽しむ

 北見卓球スクール
キッズルーム付き個室が人気、テイクアウトも充実

ＧＲＥＥＮ　ＣＡＦＥ（グリーン カフェ）
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